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日差しが強くなるにつれ、次々とほころび始  

める春の花々。福寿草、フキノトウ、楕、オオ  

宗三言誌器濫孟崇諾讐彗㌍  
深沢正晴さんのレうズ力感冊信行壷す。   

早春の穏やかな半日、正晴喜んの播影に同行し、  

早川の自然の素晴らし喜を教ぇてもら＝ました。   



ぽかばか陽気に誘われて  

を探しに出かけよう！   

正晴さんは花の写真を撫恩とき、対  

象にぐっと体を寄せてカメラ壷向ける．  

早春の花は地面近くに咲Llて＝るもの  

が夢Llので、オオイヌノフグリを滞る  

ときも、タンポポ壷撮るとき毛、レン  

ズの位置は地面すれすれになる。ひざ  

を地面に看け、腰奄屈めてファインダー  

をのぞ書込む。   

「こうやって、遭う世界を見てみよ  

うと患ってね」   

立春から10日ほど過ぎた日曜日、深  

沢正晴きんの撮影に同行させてもらった。  

前夜からの雨が止み、朝の空はすつき  

りと晴れ渡ってしlる。正晴さんは缶孫  

さんのはるかちやんを連れてやってきた。  

愛用のカメラやレンズにつしlて、一つ  

一つ説明をしてくれる。普段使って＝  

ると＝うペンタックスのカメラを試み  

に持たせてもらうと、すっしりとした  

重みが腕に伝わってきた。   

「雨の後だから、＝雇いろな植物が  

出て育ているか毛しれ堰いね。春は一  

雨ごとに景色が違って〈るからね」と  

正晴卓ん。集合した交流センター前の  

坂道を下り始める。背中にリュック、  
首にカメラを提げ、三脚を肩にのせて  

歩く蛮は軽快モのもの。   

道路脇の民索に咲‖でしlるミツマタ  

の花．紙の原料になるこの木の花はクリー  

ム色で、とても清楚な惑杭 春の訪れ  
を感じ吉せて〈れるす   

深沢正晴が紹介する早川の  の山野草  
●フクジュリウ  ●フ辛ノトウ  

庭先に立つ風格應る白梅のホ。   

「あの木、気になってたんだよ」と、  

軽快な足取りで近付き、白梅と対面。  
しばちく眺めてからモの輩をカメラに  

収めていく。   

梅の木の下に立つと、時折見に乗っ  

て花の膏りがほのかに流れてくる。   

「＝＝ものを見せてもらったよ。撮  

影そのものより、こうやって歩Llて‖  

るのが一番楽ししlね」   

正晴喜んにとってカメ引ま、自然の  

息吹と対語するコミュニケーションツー  

ルの一つなのか毛しれなLl。  

（井上 明子）  

言うくら－l、辺りを見回すとあちこ盲  

に咲いている。障IJ注ぐ日の光を集め  

たかのような黄色い花弁が印象的だ。   

「何度掃っても飽昔塩‖し、毎回違っ  

た発見があるんだ」と正晴きんは言い、  

カメラ置横長て福寿草に近付く。   

「毛う少し種つとしlしl光が来るんだ  

けどね．撮lコたしlイメージを描＝て、  

光が理想の状態になるまで待つんだよ。  

侍って毛だめなときもあ引ナど」   

正晴さんはレンズを向けながら、花  

と呼吸を合わせるかのようにタイミン  

クを図る。周囲の属と光を感じながら．   

福寿草の群生地を抜けて、隣の集落へ。  

正晴さんの目に留まったのは、民家の  

・■ ①サマエンゴサタ   
西山靡■付茸劇県彊  

沿いで、4月か塾5月  
にかけて見られtす．   

（診イチリンソウ   

雑木劇壇中で思昂ご  
古に轢いてしほす．t  
が塾塾態でむやみ経書  
わらなIlように．   

⑧カタクリ   
コレクションの対■  

して榊が進臥増俸  
緻が減うモLほす。  
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＠ヰユウリケサ   
町内勘比較的爾都側  

野の遭で、3月から4  
月にかけて見られます．   

⑥プチリンドウ   
町内輔で、  

ヰ月から5月にかけて  
見塾れます．  

オオイヌノフグリ  

オオイヌノフグリをよく見てみると  

花弁の青には、濃＝毛のがあったり、  

溌‖ものがあったI主上小さ‖花ながら  

もモれぞれが微妙に違うことに気付く。  

普段の日の高さから、地面に近い花の  

位壬へと目線を転じれば、正晴さんの  

言うように日常の中にまた別の世界が  

開けてくる。   

ここから隣の集薄まで続く道をしば  

らく歩く。日当たりのよLl道路沿Llの  

梅林でIよもう花がほこうび始めてLlる。  

脹下を流れる早川は春の日差しをたた  

えて穏やかな印象だ。   

途中で、前を歩く正晴喜んが遵を折  

れて山に入る。枯葉の積もる道をどん  

どん歩いて＝くと、足元一面に花畑が  

広がって＝た。福寿草の群生地だ。「次  

の丘をどこに置くのかが問題だよ」と  

Ⅷ        ‾  

⑥ミツバツツジ   
西山濃艶職迫¢＃蕾  

で、●月に見られます．   

⑦ラショウモンカズラ   
比搬的場轟ノ㊥♯も1姓  

東棟でら月に見邑和ま  
す．よ～く繹さないと  
見通し責すよ．   

⑧クモイコザケラ   
糾弾攫由井叫橿戦傷  

t土欄で保1されて＝  
る暮嶋です．5月に快  
曹ま甘i   

⑧ヒトリシズ力   
強喪踊の申セ、ヰ月  

にひつモロと轢いてしl  
ます蓼  

しばらく歩‖て早川の河川敷へ。枯  

れたススキが目立つ冬の風景かと患え鑑  

定元にはた〈きんのオオイヌノフグリ  

が咲‖ている。  



一宇川のきまぎまな花を  

撫別掛ナてきて感じることは？   

早川は暖地から亜高山帯まで変化に嘗んだ  

一花の写真を撮り始めた曹っかけは？  

加年瓜上前のことになるか笹。西山の山  

輿でホテイランと出あったのが始まりだ臥  

それまでは山の写真をよく経っていた。5月  

ご茎、ウドを採きうと子どもを連れて山に登っ  

た。コ風ツガの腐生祢の中を歩いていたら、  

ピンク色の花が咲いているのを見つけたんだ。  

見た瞬間怯ツツがかと思ったけど、苦れがホ  

テイランだった。  

一山   早川の山にもホティ  
lランはあるだろう、と  

地形だから、町全体を見回すと∴★重患楯勤  

が掛に身近に轟ったりするんだよ。   

草花の写よ巻線るというのは、毎年定点観  

測しているようなもの．今年は花の数が少な  

い私 なぜだろう？ と恩うたとき、前の事  

の長雨の影書かな、とかあの凍が倒机たから  

かな、とかモういったことを複素すぁと環境  

の変化が分かってくる。   

花の写真を撮月始めたこ引£擦写向章の  

レンズを持っていなかったし、なかなかうま  

く規約なかった鵡近寄って細ってみても、モ  

の花らし書やいきい書した感じが表現で蕃な  

い。もう止めようかと患ったこともあったけ  

ど、続けてこれたのは、花その毛のの魅力が  

表書かったからだね辱   

早Jtlの花の写虞雇欄ほことで、自分の住ん  

でいる地髄町衆晴ちし蕃を発見しているん観  

で蕃ぁがコた写真は、モの申に自分が住んで  

いるというあかし．私の写♯を通じて地元の  

人た盲がF早J‖こはこんなにきれtlな花が喋  

引塾か憩自然があるんだぞ」と住んでいる地  

域を誇れるよ引こなってもらぇたらうれし  

■ ＋  
花の写真思欄愚曹つかけとなラたホティラニ  

撮っても拠っても、これでいいのかなぁと  

常に患う。そうしてまた撮る。毎年嘆く花で   

あっても、まったく同じシーンになることは  

ないからね。完結は竃いともいぇるんだ。   

これかち初王にかけては花の争い時期だか   

ら、わくわくす亀よ攣歩いていると景色が毎   

日毎日建って見ぇ患。新線な糖蕃があるんだふ   

花の写真だけでなく、「早川の水」といっ   

たテー守を設定して、年間姦通して捷フてみ   

ることもしてみたい．   

花が咲いているから、とり轟えす撮ってお   

こうという気持寄でほ、なかなか気に入る写  

★は練れなLlもめだ。写モうという意識ガ先  

走ってはいけない。心を動かされたときに、  

心が患うままに写す。そんな搬膨をしてい善   

たい払  

想像はしていたけど、  

本当にあったん楓  

と感激したね。そ  

の姿をぜひ写よに   

損りたいと患った  

んだ。  

■■  

■」  

■い払  
深沢 正磯路か書わ ま書は副  

1g引年生ま才も早Jll町奈良田在屯早川の昏然と向き  

合い、モ取妾を写凛に収めている。現在、撞りためた  
数千敢に及轟写無配軽暖♭デ」夕べ一対l鰯瑚劫てい乱  

l これからどんな毛のを  

攫ってIl曹たいですか？  
l  

やまだ引   ■NEXTやまだらけ  深沢正晴＋野鳥公園＋足立輝度  

しよう  †
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ほ丹下旬恕届け）  

「粉を鳴ら・う～山村の紛擾文化～」  

米が主食でなかった時代、先ふは土地でとれる  

まぎまな食材を、樹にして食ぺてきました。そ  

新緑で山々が美しく輝く春。野鳥公園とその周辺を  

散策し、鳥・花・蝶など早川の春の魅力を発見しましょ  

う。今回のガイドは、深沢正晴さんと野鳥公園のスタツ  やませみ軋っり  んな山の馬の生活の知恵養、業醸しく紹介しますI  

－その後も恵もし蚤重曹が目白押し－  

¢号（7月下旬巨利11流アウト匝アのススメ  

7号拍月下旬卜移住者㊥早川ライフ  

フ。牛後か引ま、流木作家の足立きんと一緒に、河原 野鳥公阻  

町有や流木に絵を清いて秦しみましょう上  

●  
親子で参加 一  

大歓迎です！  
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日時′4月2和昭）年前10時～年後3時頃  

♯台聯′野鳥虫割駐車叫睡ばぁ盲やん並沿店糊  
●加t／大人1000円・小人580円  

持巻物／軌汚れてもい仇貯ま恕はエプロン  

蓬1／劇喀（稟申込、先楓静切ヰ月16日）  

■考〆年前中練敵無上年鎮はペイントアートの予定です軌  

■読書の声  

●寮長田め歴貸と伝統め毒料理、壱ふのお二人  

が支ぇ尋旅應とご家族を迎え、また逮蚤淋しも  
私たちも86点と78歳。心にしみました。伝統壷  

決昭世代に親しながらお元気で。障ケ嶋巾」叫百ん  

申し込み先：やまだらけ編集部  
℡0556■5一望1モ氾叫月帽日締切）  午後は自由に写真凛影凝  しんで頂いても榊です．  

早川の旬直送便  山で揮って曹てやるじゃんl  

「天然の山菜」いらんけ一   

編集部自らが早Jllの山に入り採って  

榔；働こと撒け邑で曹も■u臓守甘  
てIl曹軌IjとIlさ慈年書り払判りE建たく青んIl  
まず．こうした人が暮廠1け¢生活畿♯けてく乱暴か  
8こモ、フィールドミ1－リアムも■り立つ¢で丁．  

たんぽぽぬ金・生月喪篠江富ん  

「原木し＝たけ」＝包んけ～   きた旬の山菜を、－パック約1kg3，000円（送  

料・観込糾でお届けします伊 30パックのみ  

の限定品。タラノメ、コゴミ、コシアプラ  

など5種類運慶の山菜をがんばって探って  

青ます！4月下旬お届け予定。  

申し込み先：やまだらけ綱♯帥  

缶0556－45－2160亡売切れ次第締切）  

袈裟江さんが裏山で育て、お猿さんの襲  

撃から必死に守った貴重な椎茸を、一軒kg  

2，500円旛料・税込軸で100有用麗しました。  
椎茸は鮮度が命．採れたて直送ならではの  

香l〕をお楽しみ下古い14月中旬お届け予定日  

5月3日、早川中学校運静穏にて、早川町最大の  
イベント「山菓まつり」が賄かれます書この頼り  
の目玉は、なんといって毛山菜蘭書應ですが、町  
内のきまぜまな仇レーブの出店毛どれも両日く見  
逃せません．やまだ引サ礪集郁毛、も右るん出店  
します。「やまだ引ナ壱見た」で、石臼娩書コー  
ヒーを一杯サービスします。ぜひお立ち寄り春！  
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鶉行元／フィールドミューリアム■曽f■会  

住 蕎〆山舶鯛早川㈱：守一軸翫紆釣  
t 書′0随8－嶋一三11和 ファクシミリ／0師8・柑22¢8  

トムぺづ／h情〟椚ハ〟．油aw■V訂Tl即収納．ね／†汀√   

lユーしhモ¢■、モ◎柁t▲たいと事くの方が町内にい8して  
Il脚淡蘇瑳藩ぬ紺乳雷感材が翫隠池紬荒島b痘  
朋勤払怒臨蛇感駒胸痛劇壇覿普．「職濫毎軌陳制約  
がよlコtカ餉にな署ょう応暮してくだきも粛■への棚で丁．  
細淵統帥唸撥駐励睡轍‡虫垂概経由師替整も  

だ
 
 


	No4p1.pdf
	No4p2p3.pdf
	No4p4.pdf

